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本研究は，化学混和剤，単位水量，細骨材率の違いとフレッシュコンクリートの表面画像および気泡分布の関係
について明らかにするとともに，練混ぜ画像から AI技術を用いて空気量を予測する手法について評価した。画像
を評価した結果，画像の輝度は，コンクリートの気泡数と相関があることが明らかとなった。また，フ
レッシュコンクリートの表面画像は，化学混和剤，単位水量，細骨材率の違いに応じ，気泡数や表面粗さによる
乱反射によって変化することがわかった。さらに，空気量予測の検討結果，膨大な数のコンクリートの練混ぜ画
像を学習した AIを用いて，練混ぜ画像から空気量を予測できる可能性が示唆された。


